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第73期事業報告及び計算書類報告の件

平成30年6月22日
代表取締役社長 西田憲司
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１．第７３期決算トピックス

【売上高は前期比8％の増収】
・ 黄銅弁については4%増収：

増収要因 ･･･ バルク貯槽用付属機器、設備用弁
減収要因 ･･･ LPＧ容器用弁

・ 鉄鋼弁については15%増収：
増収要因 ･･･ 設備用弁、バルク貯槽用付属機器、車載用弁
減収要因 ･･･ 船舶用弁

・ その他、切削屑は26%増収、購入品等が28%減収。

【営業利益は前期比51％の減益】
・ 前期に続き、原価低減施策（平準化生産、稼働率の維持、部品の内製化）に注力しましたが、

黄銅材の高値推移、その他原材料・諸掛の上昇、人件費の増加を吸収しきれず減益となり
ました。現在、製品価格への転嫁（値上げ）を進めております。

【財務内容は健全性を維持】
・ 流動比率（流動資産/流動負債） ： 156%
・ 固定比率（固定資産/純資産） ： 116%
・ 自己資本比率（純資産/総資産） ： 47%

【当期も配当継続】
・ 本総会に１株１円の配当議案（「剰余金の処分の件」）を提案させていただきます。



3

２．売上高

単位： 百万円 H29年3月 H30年3月 増減

黄銅弁 LPG容器用弁 １，９０２ １，８６７ ▲３５

設備用 ３３０ ３６３ ３３

ﾊﾞﾙｸ付属機器 ４４８ ５５０ １０２

その他 １ ５ ４

小計 ２，６８１ ２，７８６ １０４

鉄鋼弁 設備用 ４０１ ５９１ １８９

車載用 １４１ １５９ １８

船舶用 ２８２ ２２３ ▲５８

ﾊﾞﾙｸ付属機器 ２１３ ２３４ ２０

その他 ４６ ３６ ▲９

小計 １，０８６ １，２４５ １５９

その他 その他 １５６ １１２ ▲４３

切削屑 切削屑 ５９０ ７４３ １５３

合計 ４，５１４ ４，８８８ ３７３
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LPG容器用弁 設備用（黄銅・鉄鋼）
ﾊﾞﾙｸ（黄銅・鉄鋼） 船舶用
車載用 その他
切削屑

バルク

設備用

切削屑

容器用

・バルクは２０年検査需要、設備用は工事案件が
活発であったため、好調な売上を示しました。

・切削屑は黄銅価格が高値推移したため売上が
増加しました。

・その他はほぼ横ばいとなりました。
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３．収益状況

単位： 百万円 H29年3月 H30年3月 増減

売上高 ４，５１４ ４，８８８ ３７４

売上原価 ３，６６９ ３，９７０ ３０１

売上総利益 ８４５ ９１８ ７３

販管費 ７２８ ８６１ １３３

営業利益 １１７ ５７ ▲６０

営業外損益 ▲６ ４４ ５０

経常利益 １１１ １０１ ▲１０

特別損益 １１２ ３１ ▲８１

税引前利益 ２２３ １３２ ▲９１

法人税等 ２４ ２８ ４

当期純利益 １９９ １０４ ▲９５

【売上総利益率】
H２９年３月 １８．７％
H３０年３月 １８．８％

【営業利益率】
H２９年３月 ２．６％
H３０年３月 １．２％

【経常利益率】
H２９年３月 ２．５％
H３０年３月 ２．１％

【Ｈ３０年３月期】
・ 原価低減施策により売上総利益率は維持

しましたが、販管費（人件費、販売手数料
諸掛）の増加により営業利益率が大幅に
低下しました。

・ 営業外収益： 保険解約返戻金３９百万円
を計上しました。

・ 特別利益： 固定資産売却益３０百万円
を計上しました。

増収、減益の決算を踏まえ、原価低減努力の継続と製品値上げを進めていく方針です。
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４．財務状況

単位： 百万円 H29年3月 H30年3月 増減

流動資産 ３，１２９ ３，９８２ ８５３

うち現預金 ５４７ ５８９ ４２

うち商品・製品 １，１１６ １，６８８ ５７２

固定資産 ３，９７４ ４，７５３ ７７９

うち建設仮勘定 ２６４ ７００ ４３６

資産合計 ７，１０３ ８，７３５ １，６３２

流動負債 １，８６１ ２，５５９ ６９８

うち借入金 ８５４ １，１０１ ２４７

固定負債 １，３１４ ２，０８８ ７７４

うち借入金 １６８ ９７８ ８１０

純資産 ３，９２８ ４，０８８ １６０

うち利益剰余金 ３８１ ４２２ ４１

負債純資産合計 ７，１０３ ８，７３５ １，６３２

【商品・製品増加要因 ①】
バルク付属機器 ３６６百万円
ＬＰＧ容器用弁 ２０３百万円

計 ５６９百万円

・バルク付属機器は２０年検査需要対応で
増産しました。

・ＬＰＧ容器用弁は新工場切り替え時の安全
在庫として増産しました。

【固定資産内訳 ②】
新工場建物 １５６百万円
新工場機械設備 ６９２百万円

計 ８４８百万円

・ＬＰＧ容器用弁自動ライン更新のため固定
資産を取得しました。

【借入金内訳 ③】
新工場投資資金として１，０００百万円の
銀行借入を行いました。

①

②

③

③

設備投資、在庫投資により総資産が大幅に増加しました。当面、抑制的に運営する予定です。
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５．７４期見通し

単位： 百万円
H30年3月

実績
H31年3月
見通し

売上高 ４，８８８ ５，５００

営業利益 ５７ １２０

経常利益 １０１ １１０

当期純利益 １０４ １００

単位： 百万円
H30年3月

実績
H31年3月
見通し 増減％

ＬＰＧ容器用弁 １，８６７ １，９３０ ３．４

設備用 ９５４ １，０５０ １０．１

バルク付属機器 ７８４ １，２００ ５３．１

その他 ５４０ ４８０ ▲11.1

切削屑 ７４３ ８４０ １３．１

合計 ４，８８８ ５，５００ １２．５

【売上高予想内訳】

【決算短信業績予想】

【売上高】
・ バルク付属機器は20年検査需要が本格化、

設備工事も堅調であると予想しております。

・ 一方で、「その他」に含まれる車載用弁、船舶
用弁が弱含むと予想しております。

・ 製品値上げ、ＬＮＧ用弁を中心とする低温弁
の標準製品化、食品加工用製品の開発等に
より売上高の底上げを図ります。

【収益】
・ 材料費、人件費、諸掛の上昇に伴う利益率

の低下が予想されます。

・ これに対処すべく、以下の収益改善策を実施
していきます。
ｲ) 海外ＯＥＭ生産による不採算製品の撲滅
ﾛ) 外注部品加工の内製化
ﾊ) 生産管理体制の強化、設備見直しによる

生産効率化
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６．バルク貯槽用付属機器見通し
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１ｔ未満バルク需要数予測

※一般社団法人日本溶接容器工業会の生産統計をもとに当社推計

・ 1997年から設置が始まったＬＰＧバルク貯槽は20年目の
貯槽の製造日までに検査をしなければ使用禁止となります。
また、20年検査を受けた後は、5年毎の検査を受ける必要
があります。

・ １ｔ未満のバルク貯槽は新品と交換するほうが（その後
5年毎の検査を受けなくて済む為）経済的であるので
交換需要が発生しており、これが10年間にわたり継続
する見通しです。
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７．事業展開

コア事業 拡大事業 新規事業 提携事業

分野 ＬＰＧ ＬＮＧ、低温、水素 食品加工、汎用 Cavagna社

第
７
３
期
取
り
組
み

・容器用弁自動ﾗｲﾝ更新
（４月稼働が３ヶ月遅延）

・ﾊﾞﾙｸ貯槽２０年検査需要
に対応した製品作り込み
（実施中）

・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ（ＥＳ）
部設置・有償ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
事業立上げ（済）

・製品値上（実施中）

・LNG弁標準品化（済）

・液体水素弁のﾕｰｻﾞｰﾃｽﾄ
（実施中）

・ＬＮＧ燃料船用弁の高圧
化完了・ﾕｰｻﾞｰﾃｽﾄ
（実施中）

・低温弁ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ担当者
配置、広島出張所開設

・食品加工用ｻﾆﾀﾘｰ弁
ﾃｽﾄﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ開始(済）

・節水器具の製品化完了
販売開始（済）

・散水ﾉｽﾞﾙの製品化完了
販売開始（済）

・汎用弁のＯEM調達
販売開始（済）

・ﾜｲﾝ濾過器完成
販売開始（済）

・当社海外向けＬＰＧ容器用
弁のＯEM完成（不成約）

・C社日本向けｶﾞｽ供給機器
製品の開発完了（不成約）

・Ｃ社ＬＰｶﾞｽ利用機器の
輸入販売を検討（継続中）

・当社国内向け製品のＣ社
ＯＥＭの検討（継続中）

今
後
の
取
り
組
み

・自動ﾗｲﾝ安定稼働達成

・ﾊﾞﾙｸ貯槽付属機器の
増産、販売強化継続

・設備用弁の一部ＯＥＭ化
による原価低減

・新製品開発強化

・低温弁の用途開発強化

・低温弁を切り口とした
化学ﾌﾟﾗﾝﾄ、造船会社
に対するﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ強化

・液体水素弁の採用獲得

・食品加工用ｻﾆﾀﾘｰ弁
販売開始

・節水器具、散水ﾉｽﾞﾙ、
汎用弁の販売強化

・ﾜｲﾝ濾過器販売成約

・食品加工用製品の拡充

・継続中ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの完了

・性急に成果を求めるので
はなく、じっくり相互の
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒﾘｯﾄを追求する
ことで戦略的な提携関係
を構築する
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８．コア事業 （ＬＰＧ）

【新ラインの稼働】
５月末にイタリア製加工機の設置が完了し、加工機・組立機の最終調整を行っております。
当初予定より約３ヶ月遅れとなりましたが、７月には安定稼働する見込みです。

【バルク貯槽付属機器の増産・販売強化】
20年検査需要が本格化しますので、更に強化していきます。
貯槽の移動時の保安用としてバルブ用の保護キャップを
製品化しました。

【新製品開発】
成熟市場のＬＰＧ事業においてもニーズを捉え
た新製品開発を強化していきます。逆止弁内
臓型の容器集合管を製品化しました。

ガ
ス
容
器

調整器

ガ
ス
容
器

ガ
ス
容
器
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９．拡大事業 （ＬＮＧ・低温・水素）

【低温弁事業】
ＬＮＧの貯蔵・運搬に着目した品揃えを定番化したうえで、水素を含めた産業ガスの製造・貯蔵に関わる用途開発
を進めております。また、化学プラント、造船会社が集積する瀬戸内地区に重点的なマーケティングを行うため、
広島出張所を開設しました。74期では低温弁事業の売上高100百万円超えを計画しております。
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１０．新規事業 （食品加工・汎用）

散水ノズル中空糸膜ワイン濾過試験機

節水器

サニタリー弁

【新規事業】
食品加工分野での製品開発を進めることで、新分野（水、油、蒸気等）の技術を獲得し、新事業開発を推進する
方針です。当社工場が立地する山梨県の地場産業が果実加工であるため、製品開発、地域貢献、社員雇用の
受け皿作りを目的として、直接投資も検討していきます。

汎用弁

【食品加工分野製品】 【水周り分野製品】

【汎用製品】
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１１．提携事業 （Cavagna社）

事業分野比較 当社 ｶﾊﾞｰﾆｬ

展開地域（△は限定的） 日本 海外 日本 海外

ＬＰＧ容器用 ○ △ Ｘ ○

ＬＰＧ設備用 ○ △ Ｘ ○

プラント用 ○ △ Ｘ ○

医療・産業ｶﾞｽ容器用 Ｘ Ｘ Ｘ ○

調整器 Ｘ Ｘ Ｘ ○

低温設備用 ○ Ｘ Ｘ ○

容器充填設備 Ｘ Ｘ Ｘ ○

ＬＰＧ使用機器 Ｘ Ｘ Ｘ ○

・ 2016年6月の合意書締結以来、様々な
製品分野での提携可能性を探ってきて
おります。

・ 日本におけるＬＰＧをはじめとする高圧
ガス供給機器についての品質要求は
世界でも稀に見る高い水準にあるため、
国内で流通する製品仕様がグローバ
ルスタンダードとは乖離しており、双方
にメリットのある提携事業構築には
長期間を要すると判断しております。

・ 個別案件の検討を積み重ねることで、
双方の技術交流とビジネスチャンスの
発掘につながる長期的かつ戦略的な
提携関係を発展させることで合意して
おります。

※ マーク分野について個別案件を検討済、もしくは検討中です。
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１２．事業戦略イメージ
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大
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圧
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高圧

流体 圧力帯 温度帯 製品種類

現在 将来 現在 将来 現在 将来 現在 将来

・ ガス ・ ガス
・ 水、油
・ 蒸気

・ 高圧 ・ 高圧
・ 低圧

・ 常温
・ 低温

・ 常温
・ 低温
・ 高温

・ バルブ ・ バルブ
・ ノズル
・ ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ

低圧

【事業戦略】
食品加工分野をパイロット・ケースとして流体、圧力帯、温度帯、製品種類の拡大を図ります。

ワイン濾過器
サニタリーバルブ

散水ノズル
節水器
汎用弁
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